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           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊ 東京天文台百年記念誌資料－その 2-22-4－東京天文台年表（昭和 14～23 年） 

筆者が引き継いだ東京天文台百年記念誌資料については、アーカイブ室新聞 346 号に「東

京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 1－」、349 号に「東京天文台 100 周年記念誌

作成時の資料－その 2－」、353 号に「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 3－」、

という記事を書いた。これらの資料は段ボール箱 3 個に入っていたので 1 箱目を－その 1

－、2 箱目を－その２－、3 箱目を－その３－としたのである。これらの資料についてリス

トのみでなく、内容を具体的に紹介する記事を書き始めたが、順不同で筆者が興味深いも

のをかってにピックアップして書いている。今回は 2 箱目の 22 項目について報告したい。

第 349 号のリストには、29 項目のリストがあり、それぞれの項目に更に多いものは 46 件

のサブリストがある。今回は東京天文台の年表についての資料を記事にしてきたので、2 箱

目の関連資料をつまみ食いすることにした。2 箱目の 22 項目目に、 

２２）大正元年～昭和 23 年と書かれた封筒 年表の原稿 39～84 ページ 

とある。今回は、この原稿の P72（昭和 14 年）～P86(昭和 23 年)までの年表を載せる。 

この間の主な事項には（筆者が勝手に行間調整のため選んだ） 

１） 昭和 14 年：東京天文台で光電管による天体光度の測光が開始（主任大沢清輝） 

２） 昭和 14 年：太陽の分光学的観測、ドップラー効果による太陽赤道部の自転速度測

定（長沢、斉藤） 

３） 昭和 14 年 6 月 27 日：関口鯉吉台長 文部省学術局長に転出し、16 年 3 月 31 日

まで福見尚文が台長事務取扱、その後、再び関口台長となる 

４） 昭和 15 年：東京天文台でツァイス自記測微光度計、ジョバン分光器、ヒルガー水

晶分光器、ソシェテ・ジュネヴォアズ閃視測微計等を備付 

５） 昭和 15 年：学術研究会議が天文学及地球物理学邦文輯報を発行 

６） 昭和 18 年：水路部で天体位置表を刊行（以後年刊） 

７） 昭和 20 年 2 月 8 日：東京天文台本館焼失 

８） 昭和 21 年 9 月：関口鯉吉台長 9 月 30 日停年退官、萩原雄祐教授台長就任 

９） 昭和 21 年：国会を経ず、閣議決定により夏時刻法はじめて制定採用 

１０） 昭和 22 年 4 月 19 日：萩原雄祐が 4 月 19 日の日本天文学会総会で“今後の日本に

おける天文学の動向”を講演 

１１） 昭和 22 年：日本天文学会で機関紙“天文月報”を第 40 巻より再刊 

１２） 昭和 22 年：天文短篇報告“ブレチン”第 2 輯発刊 

１３） 昭和 23 年：三鷹国際報時所を合併 

１４） 昭和 23 年：報時室の新築なり分秒報時(JJY)正式放送を 8 月 1 日より開始 



 



 



 



 

 
 



 



 

 
 

 

 



 



 

 



 



 



これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


